
■ 建 設 課

長

居‐ 松男 ②

■ 戸 俊 |■ 10

佐藤1勝 秀 ⑭

山田 達二 ④

主| ‐査   |
近藤 昌浩‐

④

自 川.:幸 徳 ④

一
一
収

王ヽ‐

一

石 岡 和 人 ⑭

三和 大純 ②

広報ιメろ 18)

■ 出

■教育委員会

1鴫 海 1文 保 ⑩

山崎 良子 ⑮

宮 ,|1恵 美子 ⑮

葛 西1達 也

■中の島プリッジパーク (活
性化碁ぁ2弱75)

所長 (嘱託員).

.本 '荘 1 勉

一
敬
一麹

一茂

―時
一遺
一上

野
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■歴史民族資料館

葛 西 安十郎

館長 (嘱託員)

1ぽプト轟||
給1食 1最 |||
‐

=苺
11露1子

撃轟『:鼻

一
●
・一
一一一

一
働
・．熱
一一

〔課
長
級
〕

▼
議
会
事
務
局
長
（産
業
振
興
課
長
）

松
江
幸
勝
▼
企
画
財
政
課
長

（住
民

福
祉
課
長
）
桑
野
邦
夫
▼
住
民
福
祉

課
長

（住
民
福
祉
課
副
参
事
）
三
和

省
勝
▼
経
済
観
光
課
長

（企
画
観
光

課
副
参
事
）
成
田
義
正
▼
教
育
委
員

会
安
東
の
里
振
興
室
長

（議
会
事
務

局
長
）
古
川
徹

〔課
長
補
佐
級
〕

▼
住
民
福
祉
課
長
補
佐

（企
画
観
光

課
広
報
企
画
係
長
）
浜
田
和
幸
▼
経

済
観
光
課
長
補
佐

（産
業
振
興
課
長

補
佐
）
長
利
勝
雄
▼
企
画
財
政
課
主

幹
兼
企
画
広
報
係
長

（建
設
課
調
整

係
長
）
竹
谷
裕
治

〔係
長
級
〕

▼
総
務
課
資
産
税
係
長

（教
育
委
員

会
学
務
係
長
）
奈
良
孝
博
▼
企
画
財

政
課
財
政
係
長

（総
務
課
財
政
係
長
）

鎌
田
和
廣
▼
住
民
福
祉
課
健
康
管
理

係
長

（住
民
福
祉
課
国
民
健
康
保
険

係
長
）
高
田
正
嗣
▼
経
済
観
光
課
農

林
水
産
係
長

（産
業
振
興
課
農
林
水

産
係
長
）
斎
藤
修

一
▼
同
商
工
観
光

係
長
（企
画
観
光
課
商
工
観
光
係
長
）

本
荘
博
▼
建
設
課
土
木
係
長

⌒建
設

課
建
設
係
長
）

一
戸
俊

一
▼
同
建
設

係
長

（総
務
課
資
産
税
係
長
）
山
田

達
二

（　
）
内
は
旧
所
属

〔
一
般
職
員
〕

▼
総
務
課
総
務
係
主
任
主
査

（出
納

室
出
納
係
主
任
主
査
）
岡
本
雪
子
▼

企
画
財
政
課
企
画
広
報
係
主
査

（総

務
課
財
政
係
主
査
）
有
馬
敦
▼
同
財

政
係
主
事
補

（企
画
観
光
課
広
報
企

画
係
主
事
補
）
丁
子
谷
充
▼
住
民
福

祉
課
健
康
管
理
係
主
査

（住
民
福
祉

課
国
民
健
康
保
険
係
主
査
）
櫛
引
松

三
▼
同
民
生
係
主
事

（総
務
課
総
務

係
主
事
）
柏
谷
哲
治
▼
経
済
観
光
課

農
林
水
産
係
技
師

（産
業
振
興
課
畜

産
係
技
師
）鳴
海
務
▼
同
同
主
査
（同

同
主
事
）
白
川
敏
文
▼
同
商
工
観
光

係
主
事

（企
画
観
光
課
商
工
観
光
係

主
事
）
小
寺
昭
直
▼
建
設
課
建
設
係

主
査

（建
設
課
調
整
係
主
事
）
近
藤

昌
浩
▼
同
同
主
事

（教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
主
事
）
白
川
幸
徳
▼
同
土

木
係
主
事

（建
設
課
建
設
係
主
事
）

佐
藤
勝
秀
▼
出
納
室
出
納
係
主
任
主

査

（産
業
振
興
課
農
林
水
産
係
主
任

主
査
）
山
崎
良
子
▼
教
育
委
員
会
安

東
の
里
振
興
室
文
化
財
係
学
芸
員

（教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
学
芸
員
）

榊
原
滋
高
▼
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係
主
事

（産
業
振
興
課
農
業
委
員
会

係
主
事
）
鳴
海
忠
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商
工
会
野
球
部
は
六
月
十
八
日
、

金
木
町
で
開
か
れ
た
郡
大
会

に
お

い

て
、
鶴
田
町
、
中
里
町
を
破
り
決
勝

に
進
出
Ｌ
決
勝
で
は
、
小
泊
村
を
相

手
に
苦
戦
し
た
も
の
の
三
対

一
で
下

し
、
県
大
会
出
場
の
キ

ッ
プ
を
手
に

七
月
十

一
、
十
二
日
に
南
郡
平
賀

町
、
尾
上
町
で
開
催
さ
れ
た
県
大
会

に
お
い
て
も
チ
ー
ム
の
勢

い
は
止
ま

ら
ず
、
過
去
に
何
度
も
優
勝
経
験
を

持

つ
強
豪
三
沢
市
に
快
勝
す
る
と
、

決
勝
で
も
川
内
町
に
競
り
勝
ち
、
第

二
十
九
回
青
森
県
商
工
会
野
球
大
会

の
栄
冠
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
曰

優
勝
し
た
山
田
博
伸
監
督
（脇
元
）

は
、
「来
年
も
今
年

の
勢

い
を
そ
の
ま

ま

つ
な
げ
、
ぜ
ひ
、
二
年
連
続
制
覇

を
成
し
遂
げ
た

い
」
と
語

っ
て
い
ま

な
お
、
県
大
会
で
の
王
な
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
．

▼

一
回
戦

棄
権
勝
　
対
蟹
田
町

▼
準
決
勝

６
１
３
　
対
三
沢
市

▼
決
勝

市
浦
村０ ０

０ ‐

２ 。

０ ２

０ ０

０ ０

０ 。

一
２ ３

（市
≡
一和
、
島
津
―
伊
藤

〔個
人
賞
〕

最
優
秀
選
手
賞
　
一二
和
大
純
⌒相
内
）

敢
　
闘
　
賞
　
成
田
武
司
（相
内
）

優
秀

監

督
賞
　
山
田
博
伸
（脇
一匹

役
場
野
球
部
も
商
工
会
野
球
部
に

続
け
と
ば
か
り
に
七
月
二
十
六
、
二

十
七
日
に
青
森
市
で
開
か
れ
た
第
四

十
四
回
青
森
県
市
町
村
職
員
野
球
大

〈至
町
村
の
部
）
に
お
い
て
、
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

六
月
に
行
わ
れ
た
郡
大
会
で
は
、

鶴
田
町
に
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
す
と

代
表
決
定
戦
で
は
金
木
町
を
破
り
、

三
年
ぶ
り
の
県
大
会
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
県
大
会
で
は
、
初
戦
で
最
終

回
二
死
無
走
者
か
ら
劇
的
な
逆
転
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
る
と
、
準
決
勝

で
も
二
点
差
を
六
回
に
跳
ね
返
し
、

決
勝
で
は
延
長
戦
の
末
、
脇
野
沢
村

に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
ま
し
た
．

村
か
ら
の
優
勝
チ
ー
ム
は
十
二
年

ぶ
り
の
こ
と
で
、
大
会
関
係
者
も
市

浦
村
の
健
闘
ぶ
り
に
大
き
な
拍
手
を

な
お
、
県
大
会
で
の
主
な
結
果
は

▼
二
回
戦

４
１
３
　
対
上
北
町

▼
準
決
勝

６
１
２
　
対
木
造
消
防
事
務
組
合

▼
決
勝

脇
野
沢
村４。０２０１喫００同‐。］一６５

市
浦
村
　
　
　
　
　
　
（延
長
八
回
）

（市
）鎌
田
、
大
沢
―
三
和

〔個
人
賞
〕

最
優
秀
選
手
賞
　
大
沢
丈
徳

（十
三
）
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みんなの

'療
室 r

辟

即

琉

計

「

□
曲
闇
祗
園
圏
□

□
曲
圃
夢
鱚
躙
□

一
日
由
剛
□

鋏
凩
ポ

鶉
鉤

鰺

憮

麒

燒

漑

鶉
蜆
滸
陪
憫
祗
鰈

饉
浣
巡
嘲
漑
辣
辣
鰈

漑
鱚

颯

鰈

鰈

陽

凰宙
□
□

　

　

日

323…
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輻
中

輛
■

再
び
戦
乱

約
十
二
年
間
に
わ
た
っ
た
前
九
年
合
戦
は
、

厨
川
柵
の
戦
い
を
最
後
に
幕
を
開
し
ま
し
た

わ
が
安
倍
　
安
藤
中
氏
の
先
視
と
い
わ
れ
る

奥
州
安
倍
氏
の
没
落
で
あ
り
ま
し
た
¨
康
平

>64く

,′ト
，

■

遂
に

一
族
の
高
輪
採
め
が
保
発
し
ま

た́

真
衛
に
は
子
が
な
か

ッ́
た
の
で
、
平
権
守

安
忠

の
子
成
衛
を
養
子
と
し
て
い
ま
‐
た́
が
、

水
保
三
年

（
一
〇
八
．■
）
に
源
頼
義

の
娘
を

成
衡
の
嫁
に
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
娘
は
多
気
権
守
致
幹

の
娘
と
頼
義
と
の

間
に
出
来
た
女
で
す
ぃ

真
衡
は
、　
一
族
臣
下
に
命
し
て
、
新
婦
を

饗
応
す
る
た
め
に
、
金
や
織
物
そ
の
他
を
贈

与
す
る
よ
う
に
孫
真
衡
の
時
代
に
清
原
家
か

ら
大
暴
風
が
巻
き
起
こ

っ
て
奥
州
は
再
び
戦

乱

の
対
塙
と
化
し
た
の
で
す
□
戦
乱
は
二
年

間
続

い
た
の
で
、
「前
九
年
合
戦
」
に
対
し
て

「後
三
年

の
役
」
ま
た
は

「
後
三
年
合
戦
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
［

本
号
か
い
こ
の

「
後
三
年
合
戦
」

の
お
話

に
移
り
た

い
と
思

い
ま
す
っ
私
は
村
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に

「
後
三
年
合
戦
」

の
記
録
か

ら
い
さ
さ
か
で
も
、
わ
が
十
三
湊

（市
浦
村
）

と

の
関
係
を
探
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら

取
り
あ
げ
た
ょ
う
な
次
第
で
す
。

い
っ
し
ょ

に
考
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

清
原
氏

の
家
系

こ
の
戦
乱
の
原
因
は
清
原

一
族
の
内
輪
揉

め
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
武
則
の
家
系

の

複
雑
さ
か
ら
起
こ
り
ま
す
〔
武
則
に
は
六
男

一
女
が
あ
り
ま
し
た
¨
先
妻

の
子
に
武
貞

武
忠

・
武
道

・
後
妻

つ
ま

●
安
倍
頼
時
の
娘

有
五

一
⊃
前
の
連

■
，
清
奮

（姜
Ｌ
経
済
の

子
）
二
武
奮

・
家
ヽ
■
六
彎
で
す
　

．
女
は

お
そ
ら

ｔヽ
妻
う
銀
で

．
前
ｔ
年
合
載

一
で

一
”
ε
■

二
強
要
し
ま

す
　
奥
石
二
年
力
豪

気
た
ち
は
≒
々

二
計
宝
を
積
ん
で
お
祝

一
に

参
―，
ま
し
た
　
姑
共

の
吉
彦
秀
武
も
黄
全
や

酒
簾
を
積
え
て
お
祝

い
に
老
体
な
が
ら
遠
く

出
羽
か
ら
馳
せ
参
し
ま
し
た
　

，″―
ンて
、
米

の
盤
に
黄
金
を
堆
く
積
ん
で
自
ら
持

っ
て
庭

Ｌ
に
歩
み
出
で
、
雨
打
ち
に
脆

い
て
高
く
頭

の
上
に
捧
げ
て
真
衡
の
受
け
取
る
の
を
待

っ

良
法
師
と
囲
碁
を
打

っ
て
熱
中
の
あ
ま
り
、

秀
武
の
参
上
に
気
が

つ
か
ず
に
い
ま
し
た
．

久
し
く
時
が
た

っ
て
も

一
向

に
気
を

つ
け
ず

に
い
ま
し
た
の
で
、
さ
す
が
千
軍
万
馬
の
勇

者
秀
武
も
老

い
の
身

に
は
勝
た
れ
ず
に
次
第

に
疲
れ
て
力
も

つ
き
腕
も
痰
え
苦
し
く
な

っ

て
き
ま
す
．
遂
に
青
し
さ
が
怒
り
に
変
し
て

堪
え
切
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
「
竪
子
、
何
ぞ
、

無
礼
な
る
Ｌ
こ
の
小
わ

っ
ば
、
何
た
る
無
礼

ぞ
）
と
大
声
で
叫
び
、
盤
上
の
黄
金
を
地
に

投
げ
棄
て
、
酒
餞
を
従
卒
に
与
え
て
出
羽
に

馳
せ
帰
り
ま
し
た
．
そ
し
て
、
挙
兵

の
準
備

衡
も
こ
の
吉
彦
秀
武

の
行
動
を
聞

い
て
怒
り
、

秀
武
誅
伐

の
命
令
を
発
動
す
る
こ
と
に
な

っ

た
の
で
す
ら
写
真
は
秀
武
が
黄
金
を
真
衡
に

捧
げ
て
い
る
図
で
す
」

-32
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情報をお寄せ<ださい

あ し 5世
役場の電話は62-2111

市浦村 の人 口 と世帯数

: E躍 :

>新 設窓 口 (県 合同庁舎内 )

① 五所川原窓口

② 十和 田窓 口

③ むつ窓 口

① 県庁窓口

② 弘前窓口

③ 八戸窓口

:                                                         :

会と協調して次のような特別保証

所 (a35-4121)又 は役場経済観

:褻棗受 EII:江 :

:菫夏蓋蓋.輌百三

国勢調査
‐平成ワ1年 111■ 1自

1相■■■

"



最
近
の
暑
さ
、
困
り
ま
す
ね
。

正
に
夏
到
来
″
と
い
つ
た
感
じ
に
な

こ
の
時
期
は
、
お
フ
ロ
上
が
り
に

野
球
を
見
な
が
ら
、
冷
た
い
ビ
ー
ル

…
が

一
番
お
い
し
い
季
節
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
ｏ

あ
る
人
は
、
「お
酒
」
を

″百
薬
の

長
″
と
い
い
、
ま
た
あ
る
人
は

″万

病
の
も
と
″
と
い
っ
て
い
ま
す
ｏ

せ
っ
か
く

「お
酒
」
を
飲
む
の
な

ら
、
楽
し
く

″百
薬
の
長
″
と
な
っ

て
は
し
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は

「お
酒
」
と
上

手
に
付
き
合
う
方
法
に
つ
い
て
考
え

蜃

珈

欄

増

よ
る
軽
い
麻
酔
作
用
が
働
い
て
ス
ト

レ
ス
が
解
消
さ
れ
、
気
分
転
換
に
な

る
と
い
う
精
神
的
効
用
と
、
ア
ル
コ

ー
ル
の
刺
激
に
よ
っ
て
胃
の
働
き
が

活
発
と
な
り
、
食
欲
の
克
進
に
絶
大

の
効
果
が
あ
り
ま
す
ｏ
ま
た
他
に
も
、

人
と
人
と
の
融
和
や
親
睦
に
は
て
き

め
ん
の
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
、

は
か
り
知
れ
な
い
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
で
す
。

Ｍ

鱚

鯰

舅

と
い
わ
れ
る
く
ら
い
、
恐
い
問
題
を

も
っ
て
い
ま
す
。
過
度
の
飲
酒
が
長

び
く
と
胃
腸
障
害
、
肝
臓
病
、
肥
満

と
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
と
い
っ
た
病
気
を
引
き
起
こ

す
直
接
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

※
特
に
、
最
近
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
肝
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
効
果
的
に
お
酒
を
飲

む
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

１
、
楽
し
く
飲
も
う
′
　
　
　
　
‐
‐

お
酒
の
味
や
雰
囲
気
を
充
分
に
楽

し
み
な
が
ら
飲
み
ま
し
ょ
う
ｏ

２
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
つ
く
り
と
ｏ

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
飲
む
速
度
を
早

め
る
と
、
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
も
急
速
に
高
く
な
り
、
早
く
酔
い

ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
気
を
つ
け
て
飲

３
、
食
べ
な
が
ら
飲
む
習
慣
を
′

蛋
白
質
や
脂
質
を
含
ん
だ
食
物
を

食
べ
な
が
ら
飲
む
の
が

一
番
で
す
。

ぜ
ひ
食
べ
な
が
ら
飲
む
習
慣
を
′

４
、
お
酒
は
自
分
の
適
量
に
と
ど
め

平
均
的
に
清
酒
な
ら
二
～
三
合
、

ビ
ー
ル
大
瓶
な
ら
二
～
三
本
、
ウ
イ

ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
な
ら
二
～
三
杯
程
度

が
適
量
限
度
の
目
安
で
す
。

５
、
週
に
二
回
は
休
肝
日
を
″

６
、
他
の
人
に
酒
の
無
理
強
い
を
し

７
、
薬
と

一
緒
に
飲
ま
な
い
。

薬
と
お
酒
の
相
互
作
用
で
、
薬
の

作
用
が
強
く
表
わ
れ
た
り
、
と
て
も

危
険
な
状
態
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
ｏ

８
、
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
薄
め

て
飲
も
う
。

９
、
遅
く
て
も
夜
１２
時
で
終
わ
り
に

す
る
よ
う
に
′

仕
事
が
終
わ
っ
た
後
飲
む
お
酒
は

気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

２
軒
、
３
軒
目
と
ハ
シ
ゴ
す
る
に
つ

れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
適
量
を
越
え
、

二
日
酔
い
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

Ю
、
肝
臓
な
ど
の
検
査
は
定
期
的
に
。

大
量
の
飲
酒
を
長
い
問
続
け
て
い

る
と
、
肝
臓
等
に
大
き
な
負
担
を
か

け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分

の
ア
ル
コ
ー
ル
量
が
適
量
で
あ
る
か

を
知
る
た
め
に
も
検
査
を
受
け
ま
し

自
分
の
限
度
を
知
り
、
ほ
ど
ほ
ど

に
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
酒
と
上
手
に
つ
き
あ
い
、
よ
り
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
ｏ
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κ
３
こ
ち
ら
編
集
室

七
月

一
日
の
人
事
異
動
で
、
今
月

号
か
ら
広
報
の
担
当
が
代
わ
り
ま
し

た
。
村
民
の
み
な
さ
ん
に
、
親
し
み

の
あ
る
広
報
づ
く
り
を
目
指
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

・
情
報

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（Ａ

・
Ａ
）
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